
　社会資本総合整備計画 事後評価書             令和06年01月04日

計画の名称 災害に強い安全で安心な公園づくり（第二期）（防災・安全）

計画の期間   平成２９年度 ～   令和０３年度 (5年間) 重点配分対象の該当

交付対象 大津市

計画の目標 本市における都市公園は、220箇所にせまる数となっており、公園に設置されている主要建築物の耐震化や施設の急速な老朽化は、大きな懸案事項となっている。

また、既に策定した長寿命化計画が目安となる期間を満了する。そのような状況の中で、期間の満了する長寿命化計画を、現況を反映させた最新のものへ更新し、

主要建築物の耐震化及び公園施設長寿命化計画に基づく施設の年次的な更新を行うとともに、

防災目的に利用可能かつ温室効果ガス吸収源対策に資する公園等の整備を推進することにより、災害時における避難者の安全確保に努め、安全で安心なまちづくりに寄与する。

全体事業費（百万円） 合計（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）                 666  Ａ                 666  Ｂ                   0  Ｃ                   0  Ｄ                   0 効果促進事業費の割合Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）         0 ％

番号

計画の成果目標（定量的指標）

定量的指標の定義及び算定式

定量的指標の現況値及び目標値

当初現況値 中間目標値 最終目標値

（H29当初） （H31末） （H33末）

   1 大津市地域防災計画において避難場所等に位置付けられており、本計画期間中に新施設へ再整備する予定の無い公園施設の耐震化率を92％(Ｈ29当初)から100％(Ｈ31末)に向上させる。

防災避難所に位置付けられた公園の主要施設の耐震化率(当市策定の計画「災害に強い安全で安心な公園づくり（防災・安全）」にて平成28年度まで実施した事業の継続

）

92％ 100％ 100％

   2 防災目的に利用可能かつ温室効果ガス吸収源対策に資する公園緑地等を1箇所整備することにより、当該地への災害時避難可能者数を0人(Ｈ29当初)から2,098人(Ｈ33末)に向上させる。

対象公園における避難可能者数(当市策定の計画「災害に強い安全で安心な公園づくり（防災・安全）」にて平成28年度まで実施した事業の継続） 0人 0人 2098人

(避難可能者数(人)＝評価時点の避難可能面積（㎡）÷１人あたりの必要避難面積(㎡/人)

   3 老朽化等した公園施設について、改築及び更新を実施した公園施設の割合を0％(Ｈ29当初)から50％(Ｈ33末)に向上させる。

老朽化等した公園施設について、改築及び更新を実施した公園施設の割合 0％ 33％ 50％

   4 既に策定された長寿命化計画について、見直しを実施した公園施設の割合を0％(R2当初)から50％(R3末)に向上させる。

既に策定された長寿命化計画について、見直しを実施した公園施設の割合 0％ 0％ 50％

備考等 個別施設計画を含む 〇 国土強靱化を含む 〇 定住自立圏を含む － 連携中枢都市圏を含む － 流域水循環計画を含む － 地域再生計画を含む － 避難確保計画の策定 避難行動要支援者名簿の提供

1 案件番号： 0000533191



A 基幹事業

基幹事業（大） 番号

事業 地域 交付 直接
事業者 種別１ 種別２

要素となる事業名 事業内容 市区町村名／ 事業実施期間（年度） 全体事業費 費用 個別施設計画

種別 種別 対象 間接 （事業箇所） （延長・面積等） 港湾・地区名 H29 H30 H31 R02 R03 （百万円） 便益比 策定状況

一体的に実施することにより期待される効果

備考

都市公園・緑地等事

業 A12-001

公園 一般 大津市 直接 大津市 － － 都市公園安全・安心対策

緊急総合支援事業

皇子が丘公園における運動施

設の耐震化

大津市  ■  ■  ■  ■  ■         112 －

A12-002

公園 一般 大津市 直接 大津市 － － 吸収源対策公園緑地事業 （仮称）若葉台地先公園整備 大津市  ■  ■  ■         400 －

A12-003

公園 一般 大津市 直接 大津市 － － 大津市公園施設長寿命化

対策

皇子山総合運動公園ほか2公

園における施設等の改築　等

大津市  ■  ■  ■  ■  ■          54 策定済

A12-004

公園 一般 大津市 直接 大津市 － － 公園施設長寿命化計画策

定調査

公園施設長寿命化計画策定調

査　等

大津市  ■         100 －

 小計         666

合計         666

1 案件番号：  0000533191



事　後　評　価

○事後評価の実施体制、実施時期
事後評価の実施時期

公表の方法

○事業効果の発現状況

定量的指標に関連する
交付対象事業の効果の発現状況

定量的指標以外の交付対象事業の
効果の発現状況（必要に応じて記述）

○特記事項（今後の方針等）

事業終了後、事業実施担当部において
事後評価の実施体制

0000533191案件番号：

令和5年10月

大津市ホームページにて公開

・対象公園への災害時避難可能者数を向上させた。（0人（H29当初）→3,654人（R3末））
・老朽化等した公園施設について、改築及び更新を実施した公園施設の割合を向上させた。（0％（H29当初）→50％（R3末））
・既に策定された長寿命化計画について、見直しを実施した公園施設の割合を向上させた。（0％（H29当初）→16％（R3末））

・皇子山総合運動公園のテニスコートを改修し、市民の健康増進につなげることができた。

・吸収源対策公園緑地事業における（仮称）若葉台地先公園整備は、令和元年度で要素事業が廃止されたため、社会資本総合交付金の都市公園事業（防災公園）を活
用して事業を継続した。
・当該計画に位置付けていた要素事業（都市公園安全・安心対策緊急総合支援事業および公園施設長寿命化計画策定調査）については、「災害に強い安全で安心な公
園づくり（第四期）（防災・安全）」に位置付けを変更し、事業を継続中である。
・当該計画に位置付けていた要素事業（大津市公園施設長寿命化対策）については、「災害に強い安全で安心な公園づくり　その２【重点】（防災・安全）」に位置
付けを変更し、事業を継続中である。



○目標値の達成状況

番号
指標（略称）
目標値／実績値 目標値と実績値に差が出た要因

 1

避難場所等に位置付けられた公園施設の耐震化率（%）

最　終
目標値

100％
次期整備計画へ移行し、事業を継続して実施しているため。

最　終
92％

実績値

 2

対象公園における避難可能者数（人）

最　終
目標値

2098人
若葉台公園整備事業の実施設計にあたり、避難有効面積地の調整があったため。

最　終
3654人

実績値

 3

老朽化等した公園施設の改築及び更新数の割合（%）

最　終
目標値

50％

最　終
50％

実績値

 4

既存の長寿命化計画の内、見直しを実施した公園施設数の割合（%）

最　終
目標値

50％
既存の長寿命化計画に基づく老朽化対策を優先的に実施したため。

最　終
16％

実績値

1 案件番号：0000533191



参考様式３

計画の名称 災害に強い安全で安心な公園づくり(第二期)（防災・安全）

計画の期間 平成29年度 ～　33年度　（5年間） 大津市交付対象
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